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◆60年前と基本的には変わっていない施工機械,品質管理,出来形管理

◆道路に求められる役割は多様化 環境配慮,防災,災害復旧,維持修繕

※道路舗装工事の7割が修繕工事
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舗装工事の今と昔

昭和36年

（1961年）

令和3年

(2021年)



各技術は適用出来てきた・・・ 全体最適として一元管理が必要

できることからデジタル化
ICT、IoTを身近に感じ、生産性と安全性の両立
修繕工事でも扱える個々のプロセスのデジタライゼーション
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N-P NEXT 次世代舗装スタイルの追究
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◆mm単位の精度

⇒早くからセンサー活用

1960年代

2000年代

現場の3次元化

できることから・・・ BIM/CIMの属性情報を蓄積

◆修繕工事

⇒切削OLが一般的

⇒現況合わせ



舗装施工の一元管理

発注者と共同で検討 ⇒ 施工だけでなく計画、維持管理につながる取り組み
施工の管理データをリアルタイムに取得し、受発注者で共有

発注者
施工時の管理データを基に維持修繕計画立案
例）舗装点検時に路面の変状を確認
⇒ 直近工事での管理データを確認し、原因究明や対策の検討に

道路構造物の
トレーサビリティ取得

施工のエビデンス確保
施工者
施工管理の省人・省力化
例）管理データの自動収集や帳票自動作成




